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から 1400m の山々に囲まれた,東西約 13km,南北約 8ｋｍ
に及ぶ,面積約 118.83k ㎡の山村集落である.1955 年に 1
万人を超えていた人口は,現在では 1979 人まで減少し,











11300 人（約 1995 世帯）を上回り南牧村で一番栄えた中


















図１ 砥沢集落 2)      図２ 調査対象住宅 3) 
 
3・2  日陰地区でのお茶会グループの実態調査 
今回調査した日影地区のあるお茶会グループでは,平日
10：00～12：00 の時間帯に,メンバー（①AM 家,②AS 家,








③FM 家,④AT 家,⑤AY 家の 3 件である（図 3）. 
③FM 家（80 代女性一名）1960 年代までは商店を開い
ており雑貨等を販売していた.当時は玄関土間の広さが
現在の約 2 倍あり,閉店後に現在の座敷に改修した. 





⑤AY 家（高齢者と娘夫婦と計 3 名）築 100 年.屋外の
物置は,大工である AY 氏の夫が手がけ,当時,玄関前のポ
ーチは作業場として使われていた. 






































1)「スポーツ関連データ集」 [厚生労働省 H27.10] 
2)3)4)5)「慣習的交流空間を活用した小さな公共性の提案」(長谷川友美/石
黒研究室における H29 年度修士論文)より引用 
 
図 3 調査対象民家 4) 
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